
昭和60年5月1日発行 学 報 第258号

第258号

学 長 告 辞・…………....・H・.....・H・...・H・－－

昭和 60年度富山大学 （学部， 専攻科，
大学院研究科） 並びに富山大学経営

目

短期大学部入学式 学長告辞………・…………. 1 

関 係 法 令…………………...・H・－－……………… 3

学 内 規 則………...・H・－－…………...・H・－－……… 5

富山大学学則の一部改正……...・H・－－…...・H・－－…… 5

富山大学経営短期大学部学則の一部改正………… 5

諸 会 議…・…....・H・－…...・H・－…....・H・....・H・.. 5 

学 事.....・H・.....・H・...・H・－…………………・7

昭和 60年度富山大学 （学部， 専攻科，
大学院研究科） 並びに富山大学経営

短期大学部入学式の挙行…....・H・....・H・.....・H・.. 7 

次

人 事 異 動…...・H・.....・H・－－…...・H・－…...・H・－…・・ 8

学 内 諸 報……....・H・－………...・H・....・H・....・H・· 8

富山大学学長候補者選挙…………………………・・ 8

名誉教授の称 号授与……...・H・－－……...・H・－－………9

海外渡航者…・・…H・H・....・H・...・H・H・H・－…・……・….9 

附属図書館電算化業務の開始・・・・・・・・··················· 10
1哉 員 消 息…・…・…...・H・－－………………………・ 12

主 要 行 事……………...・H・－－…...・H・....・H・··· 13 

資 料...・H・－－…・・……...・H・H・H・.....・H・－－…・ 16

昭和 60年度入学者数・．．．．．．．．．．…・・・・・・・・・・・…··········· 16

昭和 60年度学生数・········································· 18

昭和 60年度聴講 生， 研究生数...・H・....・H・....・H・－… 19

学 長告 辞

昭和60年度富山大学（学部， 専攻科， 大学院研究科） 並びに

富山大学経営短期大学部入学式 学長告辞

ただいま入学許可の宣言にありましたように， 1, 349

名にのぼ る諸君は， この富山大学の各課程， 大学院そ
して経営短期大学部へめでたく入学された方々であり，

私ども本学教職員一同は， ここに心から歓迎の意を表

明したいと思います。 これからは大いに張り切って勉
学に， また課外活動に励んでいただきたいと思います。
本学では長年の懸案であった工学部の富山市五福の 本 キ

ャンパスへの統合移転も， 本年 10月で完了す る予定に

なっていますが， 諸君を含め学生が一丸となって， こ

の キャンパスを若者らしい活気に満ちた一角としてい
ただきたいと， 大いに期待しております。

さて諸君の大部分は， これまで小中学校の義務教育
及び高等学校教育を終えられて， 最高学府であ る本学
へ進学されたわけですが， ここではこれまでやってき
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たような勉学の仕方ではない， 社会へ出てからもいき
なり通用す るような勉学の仕方をしてほしいので， こ
の点について一言申し上げようと思います。 というの

は， 諸君の大部分は， これまでの勉学では， 多くの情
報を頭につめ込むことが中心になってきたと思います

が， これからはその情報量の拡大をはか るばかりでな

し それらの情報の中から何を引き出し， それをどう
したら自分の血となり肉とな るものに仕立てあげてゆ
くことができ るかといつことについて， 常に心掛けて
いただきたいと思うのです。

私は過日， あ る企業の経営者の方からこんな話を聞
きました。 自分の会社に入社した社員たちをみてい る
と， 大体 3, 4 年もす ると， あ る所で停滞してしまう
人と， それから先どんどん伸び る人とに分れてしまう

というのです。 これは社員一人一人の学歴とは無関係
であって， 中’でも特にいわゆ る凝り性の 人は， 先が明

るいように思われ る。 操り性の人は頭の良し悪しは別
として， ど こまで仕事しても自分として納得せずに，

自分で問題をみつけながら， 先へ先へと目を向けてゆ
く。 こんなタイプの 人に限って仕事が面白くでしょう
がないらしい。 そして仕事を進めてゆくうちに， 何か

の足掛りを自分で見付けて， それを挺子にして， 更に

一歩も二歩も前進す るというのです。 こんなタイプの
人は常に何でも知りたし＼ 何かしたいといった， 言わ
ば好奇心に満ち満ちてい るので， それだけ足掛りを見
付けて目を見聞くチャンスが高いというのです。

私は これを聞いてな るほどと思いました。 学問もそ

うだし， スポーツだゥてそうです。 また芸事もそうだ

と思います。 そして大学という所は， そういう目を見

聞くためには十分豊富な材料というか， 対象といった
ものが揃っており， 足掛りをつかむための環境として

は申し分ない場だと思います。 要す るに問題なのは諸
君達自身の 日 頃の心構えがどうなのかということにか
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かつてく ると思います。 大学 4 年聞の生活の聞に， 勉
学の上でも， また課外活動の上でも， 何をす るにもこ
の心構えを持ち続けていて下さL、。 そうすれば恐らく

社会へ出ても， それがごく自然、に身についたものとな

って， 結果的には大いに役立つに違いあ リ ません 。

ただこのように抽象的に話をしても， まだ分かりに
くいかも知れませんが， 大学では一般教育と専門教育

との二つの面があり， かなり幅広く物を見 る見方を教

わ ることにな るでしょゥが， その教わり方を自分で工
夫してほしいのです。 諸君のこれまでの学習では， 数

学は数学， 歴史は歴史， 化学は化学といった具合に，
一つ一つの科目を別々のものとして教わってきたので

しょうが， 世の中のことは何事によらず， それらがす

べて有機的に関連してい るということを十分理解して

ほしいのです。 そこで一つの事柄を幅広い視軒’から眺
め ることを心掛けていれば， 一面的にみ る場合よリ ，
は るかに多くの疑問が生れてきて， それが足掛りとな
って新しい局面が開けてく るのであります。

ここでいささか突飛な例ではありますが， 一つの例

を挙げて考えてみましょう。 現在社会的に農薬の問題
がとりあげられていて， 無農薬野菜なども出てきてい
ます。 そこでこの問題を考えてみますと， 驚〈松多方
面にわた る問題があ ることに気がつきます。 あ る農薬

が野菜畑にまかれ ると， それは野菜と土壌に付着し，
それぞれ悶で流されたり分解されたりします。 どれだ

け流され， どれだけがどうやって分解されて， どれだ

けカ、桟 るのでしょうか。 野菜は 人が食べ る前にも洗われ
た り ‘ 料理されたりして， 一部は失われ残り か人の体

内に入ります。 これも一部は排池きれたり分解された
りす るでしょうが， 結局どれだけが体内に残 るのでし

ょう。 一方農薬を使わずに町’菜を栽培す るとしたら，
病気にかかったり虫害を受けたりす るでしょうが， そ

の結果どれだけ収量が減 るのでしょう。 従ってその リ
スクまで考え ると， 無農薬野菜は， どれだけ コスト高

にな るのでしょう。 そうすれば消費者は心理的にどう
対応してく るでしょう。 細かく考え るとこの他にもい
くらでも問題はありますが， これを学問的にみても，

作物学， 植物病理学， 土壌学， 微生物学， 薬理学， 生
化学， 家政学， 農業経済学， 心理学などなど著しく広
い学問分野にまたがった問題のあ ることがわかります。
現状ではこれだけ多くの問題の一つ一つが十分にはわ

かっていないまま， 農薬問題が論じられてい るのです
が， 私がこ こで言いたい ことは， 農薬問題ーっとって
もこれだけの問題があり， 一つ一つの問題が解決しな
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いことには， この問題にどう対処したらよいかわから

ないことになるということです。 今は問題点を指摘し

たに過ぎませんが， 要するに何事によらず物事は大づ
かみにして， できるだけ多角的にみつめて， その中か

ら問題を一つ一つ掘り起こして， それを究明してゆく
という態度こそ， 諸君の大学生活に課せられた課題な
のであります。 ただここで諸君に対して自力で問題点

を究明してゆくところまで要求することは， 恐らく無
理かも知れませんが， 何事につけ問題点を見いだす，
疑問をもっということまでは諸君の力で十分で‘きると
思います。 そしてこのような習慣を身につけることこ
そが， 諸君が社会へ巣立っていった後の素晴しい糧と
なることを信じてやみません。

最後にもう一つつけ加えたいことがあります。 それ

は諸君は大学生となって， ただ教室に出掛けていって，

先生方の講義を聞くだけで事足れりとしないでほしい

のです。 それだけでは時間は十分余るはずです。 余っ
た時間に， テレビなどをみてぼんやりとひっくり返っ

ているという学生人口が殖えてきたと聞いております

が， 本学には多くのスポーツクラブもあるし， 多彩な

文化クラブもあって， 皆熱心に自主的な活動を続けて
おります。 これらの課外活動を通じて 学ぶべきこと

はいくらでもあります。 国立大学協会でいくつかの大

学の卒業生である社会人に対して， 大学在学中の課外
活動についてのアンケート調査をしたことがあります

が， その結果， 大部分の人は在学中の課外活動が， 社
会へ出てから何事につけ，非常に役に立ったと回答して

います。 すなわち課外活動を通じて 人間関係の機微を
知り， それにどう対処したらよいかを肌で感じたこと，
あるいは頑張るということがどういうことかを体でじ

関 係
e崎町芭泡.un-@1

(I督官）
法 律

O国民年金法等の一部を改正する法律（34)

政 令

0行政機関職員定員令及び沖縄の復帰に伴
う行政機関の職員の定員に関する法律の
適用の特別措置に関する政令の一部を改

5 . 1 
（号外）
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かに知ったことなどが指摘されました。 これら先輩達

にならって， 諸君もどうか課外活動に積極的に参加し
て下さい。 そして自分の属するクラブの伝統をゆっく

り見直して， 若し問題点があれば新しい形にっくりあ
げてゆくといった意気込みでのぞんでほしいと思いま

す。 そうすれば諸君も先輩達と同様に， 課外活動をや
ってよかったと思いながら， 本学を卒業することがで

きるでしょう。
本 日 私はいろいろなことを申し上げてきましたが，

私の言いたいことをまとめてみますとこうなります。
諸君は大学に入って一般教育と専門教育の二面からい
ろいろなことを学ぶでしょフが， ただこれを丸暗記し
ても， 社会へ出たら自分に関係ないことは大部分忘れ

てしまうでしょう。 若しそうだとしたら大学教育など
というものは無駄だということになってしまいます。

現に最近はこんな無茶な議論もでてきています。 その
ような議論を吹き飛ばすためにも， 諸君にとって大切

なことは， 教室でも教室外でも， いろいろなことを教
わるでしょうが， それらの知識を生かして広い視野か

ら多角的に物を見たり考えたりして， 食慾に自分なり
の問題意識をつかんでゆくという態度ではな いでしょ

うか。 これが世にいう「やる気」というものだと思い

ます。 ですから言ってみれば， 大学は頭の体操学校だ

といえると思います。 頭の体操をしながら， 自分でや
る気を育て上げるところが大学なのです。 大学生活の
4年間に， この気持でのぞんでいれば， 社会へ出てか

らもそのまま継続した生活ができるはずです。 どうか
皆さん， こんな気持で、頑張って下さい。

昭和60年 4月10日

富山大学長 柳 田 友 道

生 ...6..
，瓦 ーロ

（語習）
正する政令（78)

0臨時教育審議会設置法施行令の一部を改
正する政令（80)

0文部省組織令及び社会教育審議会令のー

部を改正する政令制

（号外）

4・ 6
（号外）

4・ 6
（号外）
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（官報掲） （官報掲）
載月日

告 示
載月日

省 令

0 国立大学の大学附置の研究所の研究部門 0 日 本育英会法施行令の規定による試験所

に関する省令の一部を改正する省令 （文 3 ・ 30
又は研究所として指定した件 （文部43) 4 ・ 4

部 4 ) （号外） 0 日 本育英会法施行令の規定による研究所

0国立大学共同利用機関組織運営規則のー 3 ・ 30
等を指定した件の一部を改正する件 （文

部を改正する省令 （文部 5 ) （号外） 部44, 45) 4 ・ 4

0 日 本育英会の第一種学資金の返還を免除 0学校等の認定基準 （郵政241) 4 ・ 4

される職を置く研究所等の指定に関する 3 . 30 0郵便法等の規定に基づき郵便番号を定め 4 ・ 8
省令の一部を改正する省令 （文部 6 ) （号外） る件の一部を改正する件 （郵政 252) （号外）

0産業教育調査規則及び学校給食調査規則 3 ・ 30
0短期大学の名称を変更する件 （文部46～

を廃止する省令 （文部 7 ) （号外） 48) 4 ・ 8

0毎月勤労統計調査規則の一部を改正する 3 ・ 30 0短期大学の位置そ変更する件 （文部49,

省令 （労働10) （号外） 50) 4 . 8 

0文部省設置法施行規則の一部を改正する 4 ・ 6 0大学の名称、を変更する件 （文部51) 4 . 8 

省令 （文部14) （号外） 0昭和60年度分の予算について支出負担行

0文部省定員規則の一部を改正する省令 4 ・ 6 為の実施計画につき大蔵大臣の承認を経
（文部15) （号外） なければならない経費を定める等の件

0義務教育諸学校施設費 国庫負担法施行規 4 ・ 6
（大蔵55) 4 ・9

則等の一部を改正する省令 （文部16) （号外） 0著作権に関する講習を実施する件 （文化

0 日 本育英会が第一種学資金の貸与を行う 庁8 ) 4 ・9

場合の大学通信教育における面接授業の 4 . 6 
0無線従事者 国家試験の一部を免除する学

方法に関する省令 （文部1 7) （号外） 校等として認定した件の一部を変更する
件 （郵政2 73) 4 ・ 11 

規 則 0短期大学の位置を変更する件 （文部56,

O 人事院規則 1- 5 （特別職） の一部を改 4 . 6 
5 7) 4 ・15

正する規則 （人事院 1- 5- 1 ) （号外） 0短期大学の名称を変更する件 （文部58) 4 . 15 

0人事院規則 2- 3 （人事院事務総局の組 0無線従事者 国家試験の一部を免除する学

織） の一部を改正する規則 （人事院 2- 4 ・ 6
校等として認定した件の一部を変更する

3 -2 )  （号外） 件 （郵政296) 4 . 15 

0人事院規則9-30（特殊勤務手当） の一部
4 ・ 6 0無線従事者国家試験の一部を免除する学

を改正する規則 （人事院9 ー 30- 2 )  （号外） 校等を認定した件 （郵政 302) 4 . 16 

0人事院規則9 -55（特地勤務手当等） の一 4 . 6 
0昭和60年度学校図書館司書教諭講習実施

部を改正する規則 （人事院9 55 2 ) （号外） 要項 （文部61) 4 ・22

0人事院規則9-1 7（俸給の特別調整額） の 0大学の位置を変更する件 （文部62) 4 . 22 

一部を改正する規則 （人事院9-1 7- 2 ) 4 . 26 

0 日 本学術会議会則の一部を改正する規則

（ 日 本学術会議 1 ) 4 ・26

0人事院規則9-1 7（俸給の特別調整額） の
一部を改正する規則（人事院9-1 7- 3 )  5 . 1 

0人事院規則9 55（特地勤務手当等）のー
部を改正する規則 （人事院9-55- 3 )  5 . 1 
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学 内 規 則

·�・食管泡・eを泡＠＠包泡，..，.，

富山大学学則の一部改正

富山大学学則の一部を改正する学則を次のとおり制定する。
昭和6 0年4月1 9日 富山大学長 柳 田 友 道

富山大学学則の一部を改正する学則

富山大学学則 （昭和59年 3月 12 日 制定）の一部を次
のように改正する。

別表第4中「5,600円」を「6,200円」に，「 36,000円」
を「45,000円」 に，「 12,000円」を「 15,000円」 に改め
る。

附 則

1 この学則は， 昭和60年4月1 9日 から施行する。

2 昭和60年度内の入学に係る研究生， 聴講 生の入学

料及び検定料の額は， 従前のとおりとする。

砂富山大学学則の改正理由
富山大学における研究生， 聴講 生に係る検定料及び

入学料を改訂するため， 所要事項を改める。

富山大学経営短期大学部学則の一部改正

富山大学経営短期大学部学則の一部を改正する学則を次のとおり制定する。
昭和60年4月25日 富山大学経営短期大学部学長 柳 田 友 道

富山大学経営短期大学部学則の一部を改正する学則

富山大学経営短期大学部学則 （昭和 34年4月 1 日 制

定） の一部を次のように改正する。
第34条 中「5,600円」を「6,200円」に改める。
第36条 中「 12,000円」を「 15,000円」 に改める。

附 則

1 この学則は， 昭和60年4月25日 から施行する。

2 昭和60年度内の入学に係る聴講生の入学料及び検

定料の額は， 従前のとおりとする。

砂富山大学経営短期大学部学則の改正理由
富山大学経営短期大学部における聴講 生に係る検定

料及び入学料を改訂するため， 所要事項を改める。

諸 議AQ
一A

＠幅暗l

第4回学長選考管理委員会（ 4月l 日 ）

昭和60年度第1回入学者選抜方法研究委員会専門委員

会（ 4月 8 日 ）

（議 題）

(1）入学者選抜方法の改善に伴う昭和58年度以降の調
査研究事項について
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第5回学長候補適任者選定委員会（ 4月 9 日 ）

学

第5回学長選考管理委員会（ 4月 9日 ）

昭和60年度第1回事務協議会（ 4月15日 ）

（議 題）

( 1）当面の諸問題について

昭和60年度第1回部局長懇談会（ 4月16 日 ）

（懇談事項）

(1）当面の予算 日 程について

昭和60年度第1回学園ニュース編集委員会（ 4月18日 ）

（審議事項）

( 1）昭和60年度学園ニュースの発行計画について

(2） 第48号学園ニュースの発行について

昭和60年度第1固評議会（ 4月1 9日 ）
（報告事項）

( 1）昭和60年度理学部物理学科 第2 次募集について
(2）昭和60年度入学状況について
(3）学生の動向について

（審議事項）

( 1）富山大学学則の一部改正 （案） について

( 2）富山大学名誉教授称号授与について
(3）学生の懲戒について
(4）学生の除籍について

昭和60年度第1回教務委員会（ 4月1 9日 ）

（報告事項）

( 1）教養部と学部の相互乗り入れについて

（審議事項）

( 1）情報処理教育について

昭和60年度第2固入学者選抜方法研究委員会専門委員

会（ 4月20日 ）
（議 題）

(1）入学者選抜方法の改善に伴う昭和58年度以降の調
査研究事項について

昭和60年度第1回大学案内編集委員会（ 4月20日 ）

（審議事項）

(1）昭和61年度富山大学案内の編集について

報 第258号

昭和60年度第1回低温液化室運営委員会（ 4月22日 ）

（審議事項）

(1）昭和60年度運営費等について

昭和60年度第1回情報処理センター運営委員会（ 4月
22日 ）

（報告事項）

( 1）整備状況と利用状況について
(2）附属図書館システム について
(3）運営方法について
(4）開所式について

(5）計算機セ ンターの年報の発行について

（審議事項）

( 1）学生実習利用料金の上限の設定について

(2）広報の発行について

(3）運営費予算案について
(4）専門委員の推薦について
(5）講習会・講演会 ・ 利用説明会等の開催について
(6）運営時間帯について

昭和60年度第1回放射性同位元素委員会（ 4月23日 ）
（審議事項）

(1）放射性同位元素総合実験室長の指名について

昭和60年度第1回放射性同位元素総合実験室運営委員

会（ 4月23日 ）

（審議事項）

(1）昭和60年度総合実験室使用許可申請について
(2）昭和5 9年度収支決算及び昭和60年度運営費につい

て

(3）放射線防護設備について

第6回学長選考管理委員会（ 4月23日 ）

第7国学長選考管理委員会（ 4月24 日 ）

昭和60年度第2回評議会（ 4月24 日 ）

（審議事項）

( 1）次期学長候補者について

昭和60年度第1回トリチウム科学センター運営委員会

専門委員会（ 4月25日 ）

（審議事項）

( 1）昭和60年度学内共同利用について

- 6 -
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昭和60年度第1回授業料等減免選考委員会（ 4月26 日 ）
（審議事項）

(1）昭和60年度学部入学生の入学料免除について

報

( 3）体育部会 3 号及び 5号委員について
(4）学生の動向について

（審議事項）

第258号

(2）昭和60年度大学院， 専攻科学生の入学料免除につ
いて

( 1）体育部会 l 号委員 （部会長） の選出について

(2） 第30回大学祭及び第9団体育祭について

昭和60年度第1回補導協議会（ 4月26 日 ）

（報告事項）

第48回構内交通対策委員会（ 4月26 日 ）
（審議事項）

( 1）補導協議会委員について ( 1）工学部五福キャンパス内における駐車規制 （案）
(2）文化部会 5 号委員について

品Lι
・チ

について

事

昭和60年度富山大学（学部， 専攻科， 大学院研究科）

並びに富山大学経営短期大学部入学式の挙行

昭和6 0年度富山大学 （学部， 専攻科， 大学院研究科）

並びに富山大学経営短期大学部入学式は， 4月10日 附

午前 10時から富山市公会堂において挙行されました。
式典は， 新入生 1, 349 名の入学許可宣言にはじまり，

学長告辞， 部局長紹介のあと， 本学合唱固め合唱及び
フィルハーモニー管弦楽団による演奏が行われました。

一職員会館の宿泊の御案内ー

＠利 用目……土・日曜日及び祝日も利用できます／／

＠申し込み・・・・・・利用日の2目前までに．グ

＠門限時刻……午後10時 ……御協力を……グ
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人 事 異 動

異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 n合－ 任命権者

採 用 60, 4 10 本 回 善 彦 事務補佐員 （附属図書館） 富山大学長

II 藤 木 捕三郎 II II II 

60. 5 1 成 回 節 講 師 （教 養 部） II 

転 任 II 回 代 発 造 文部
機技械

官（東 京
t 科

農
精

工
密
大
機学器

工講学座部） 生産 工 学 ） 助 手 （工学部） 富山大学長

イ井 任 60. 4 2 

II 

II 

60. 4 25 

II 

中 JI! 正 之

ii 

位 崎 敏 男

世 利 幹 雄

大 谷 重 彦

教授（理学部） 理学部長・評議員（ 60, 4. 2 -62. 3. 31) 文部大臣

II II トリチウム科学センター長 II 
(60. 4. 2～62. 3. 31) 

II （工学部） 工学部長・評議員（60. 4. 2～62. 4. I ) II 

II （教養部） 評議員（60. 4 , 25～62. 4 . 24 ) II 

II II fl fl II 

学 内 諸 報
＂町mur団＇＂＂＇咽

富山大学学長候補者選挙

柳田友 道学長の任期が， 昭和 60年 6月12日に満了す

ることに伴う次期学長候補者の選挙が 4月 24日 に行わ
れました。

同選挙は， 学長候補適任者選定委員会（委員長 中
川正之教授） から学長候補適任者として選定された次

の 5氏について， 同 日 10時から11時までの問事務局大

会議室で選考管理委員会 （委員長 有海一男教授） 管
理のもとに行われました。

大 井信一 （富山大学教民）

大津欽治 （富山大学教授）

杉本新平 （富山大学教養部長）
中川正之 （富山大学理学部長）
本田 弘 （富山大学学生部長）

その結果， 初 回投 票にお いて有効投 票の過半数 の得

- 8 -

票者ヵ、なかったため， 高点者大 井信一， 中川正之の両

氏について決選投票を行＼，＂ 有効投票 336票のうち，
190票を得た大井信一氏子選出され ， 同 日 15時から開

催され た評議会において次期学長候補者に決定され ま
した。汀拘！は富山大学学長選考基準に基づき， 昭和 6 0

年 6月 13日から 4 年間。

大井教授は， 昭和 20年10月内北帝国大学理学部化学
科を卒業後， 同23年 1月高岡工業専門学校講師， 同25

年 4月富山大学工学部助手， 同 26年 4月間助教授， 同
38年同教授となり， この間， 昭和 44年10月から同54年

4月まで富山大学評議員， 同 54年 4月から同 58年 4月
まで’，；；；LIJJ－.：サ！：］＿学部長及ひ｜司評議 民を併任， 今 日 に至っ

ています。
専門は， 反応工学， 理学博士， 台湾・台北市出身
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名誉教授の称号授与

昭和6 0年 3月31日限り停 年により退職された次の方
に対し ， 昭和 60年 4月19 日 付けで富山大学名誉教授の
称号が贈られました。

名誉教授

梅 原 隆 章

京都帝国大学大学院修了

文学博士

昭和23年2月富山高等学校講師（常勤）， 同24年5月

間校は富山大学に包括さj L， 同24年6月文部教官に任

命， 同年同月富山大学富山高等学校講師， 同25年1月

兼富山大学講師， 同年3月富山大学講師， 同27年7月

富山大学助教授（文理学部）， 同42年9月白山大学教授

（教養部） となり， 36年有余の永きにわたり常に厳正

な教育姿勢のなかにも終始懇篤な温情をもって， 教養

部学生の教育・指導に当リ， 将来の社会を背負う基礎

教育に専念きれ， 優秀なる 人材育成に貢献されました。
この間， 昭和 43年10月から同44年 5月まで富山大

学学生部長及び評議員， 同45年 4月 から 2 年間及び同
55年 4月から同 59年 3月までの合わせて 3 期 6 年間富
山大学教養部長並びに評議員を務め， 大学の管理・運

営に参画し， 大学・教養部の発展に多大な貢献をされ

ました。
一方， 歴史学の教授とし て研究に従事きれ， 研究論

文として， 文学博士論文である「近世真宗史の諸問題」

をはじ め， 親鷺・真宗史の著書・論文を多数 発表し ，

広〈関係学会等からも高い水準を示すものであると評
価きれています。

海 外 渡 航 者

j度航の種委員 所 属 職 氏 名

トリチゥ ｜ 助 手 市村憲司
学セン タ ー

渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間

コ守マ研究開発の国際交流の 60. 4 . 15 
中華人民共和国 I 

ため 60. 4 21 

i第2 回核分裂 ， 核融合及び ［
同位体の応用に関するト リ 60 4 28 

アメリカ合衆国
チウム 理工学総合会議への
参加， 発表並びに関連研究
者との情報交換及び討議の 60. 5 11 

ため
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附属図書館電算化業務の開始

情報処理センター機構の一環である附属図書館業務

の電算化がセンターの運用開始に伴い， 去る4月15日

附属図書館において図書館全職員の注視のもとに学長

によりシステムの運用開始め通電が行われました。 こ

れにより図書館業務の電算化が稼動したわけです。 当

面は， 閲覧業務と目録作成業務及び目録検索業務が稼

動し， 逐次雑誌管理， 図書管理， 予算管理， 情報検索

等についてもシステムの開発を進めています。

これらのシステムが軌道に乗り学術情報センターシ

ステムと結合が実現すれば，学術情報資源のよ り 一層の

充実と利用が拡大し， 図書館業務及びサービスに質的

システムの概要

1) システムの特徴

システムはILIS （富士通が図書館向けに開発したソ

フトウェア ・パッケージ群）を使用しています。 特徴

としては， イ）DBMSとして， 関係データベース（RDB)

2) システム構成図

閲覧管理システム ｜ 貨出， 返却， 予約等

な向上をもたらすことになります。

を利用した柔軟なシステムです。 ロ）インテリジェ

ント端末を利用したオンライン分散処理システムです。

図書管理システム ｜ 図書の発注， 検収， 受入れ等

電
算
化
シ
ス
テ
ム

富
山
大
学
附
属
図
書
館

目録作成システム ｜ 図書・雑誌の目録作成， 目録印刷等

目録検索システム ｜ 図書・雑誌の検索

雑誌管理システム ｜ 雑誌の発注， 受付等

予算管理システム ｜ 予算現況等

情報検索、 I LL I データベースの検索， 相互貸借， 文献複写等

3) ハードウェア構成

情報処理センターのFACOM-M360電子計算機を主 ノfーソナルコンビュータF9450 IIが11台配置されてい

機として学内光データハイウェイで結ぼれた多機能な ます。

ハU
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ハードウェア構成図
富山大学附属図書館

関覧｛系
出．弓ー

光

内

富山大学情報処理センター

c 

p 

c 
FACOM 

M360 

MEM:ZOMB 

整理係

ア

タ

×2 

受入係
ノ、

イ

ウ

エ

工学専門図書室イ

×1 

4) ソフトウェア構成

情報処理セ ンターのオンラインデータベースシステ を介してデータとが， 通信制御プログラム （VTAM)

の交信をしながら業務を行う。ム （AIM） の機能を利用して， オンラインプログラム
（ホスト側ILIS） と端末のプログラム （端末側ILIS)

ソフトウェア構成図

富山大学附属図書館富山大学情報処理センター

FACOM F9450ーIIFACOM M-360 

APCS-III OSIV/ F4 

事務用BASIC

データ
通 信

～ごむ～

V
T
A
M
／
N
C
P
 

A
I
M
／
D
C
 

AIM/ CP 

A
I
M
／
R
D
B
 

D 

c 

Advanced Information Manager 
Relational Data Base 
Control Program 
Data Communication 
Advanced Personal Computer System 
Biginners All Purpose Symbolic Instraction Code 
Virtual Telecommunications Access Method 
Network Control Program 

A民4
RDB 
CP 
DC 
APCS 
BASIC 
VTAM: 
NCP 
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《改 姓〉

理学 部

文 部技官 田中 るみ
（旧姓 佐伯）

〈新任者〉

工学 部

助 手 団代 発造
（工業計測）

教養部

講
（ドイツ語

師
）

成田 節

〈住所変更〉

人文学部

助 教 授 河村 貞枝

講 師 釘貫 亨

教育学部

助 手 堀田 朋基

- 12 -

学

職員

報

消 ，息

経済学部

助 教 授 伊藤 良広

理学 部

Bカ 手 阿 部 幸隆

文 部技官 田中 るみ

教養部

助 教 授 中河 伸俊

講 師 江上 繁樹

《電話新設〉

教育学部

教 授 中村 宗彦

第258号
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＠岨暗＂＂。⑤..... 酢�@.I.釦..... 師.. 調官血崎電血蹄⑥＠相官－咽＠＜同＠

曲X咽
主 要行 事

本 部

4月 1 日 第 4回学長選考管理委員会

5 日 学生部係長連絡会
8 日 第l回入学者選抜方法研究委員会専門委員

ム－A

9日 第5 回学長候補適任者選定委員会

第5 回学長選考管理委員会

10日 富山大学（学部， 専攻科， 大学院研究科）
並びに富山大学経営短期大学部入学式
（於 富山市公会堂）

10～13 日 新入生オリエンテーション
11日 新入生健康診断
15日 第l回事務協議会

第1回会計係長会議

16日 第1回部局長懇談会
17日 営繕工事要求説明（於 文部省）
18日 第1回学園ニュース編集委員会

19日 第1回評議会

第l 回教務委員会
20日 第2固入学者選抜方法研究委員会専門委員

A :z:;; 

第1回大学案内編集委員会
22日 第1回低温液化室運営委員会

第l回情報処理センター運営委員会

服務関係事務調査（施設課）

23日 第1回放射性同位元素委員会

第l 囲放射性同位元素総合実験室運営委員
A :z:;; 

第 6回学長選考管理委員会

服務関係事務調査（経理部）

学生部係長連絡会

23 ～24日 第6 7回東海・北陸地区国立学校等会計部課

長会議（於 名古屋工業大学）
24日 次期学長候補者選挙

第 7 回学長選考管理委員会
第2回評議会

25日 第1回トリチウム 科学センタ一運営委員会

専門委員会
学校基本調査説明会（於 名古屋大学）

第41回東海・北陸地区国立学校等施設部課

長会議（於 愛知教育大学）

26日 第l屈授業料等減免選考委員会
第1回補導協議会

第48回構内交通対策委員会
服務関係事務調査（学生部・保健管理セン
タ一）

3 0日 服務関係事務調査（庶務部・トリチウム 科
学センター）

人 文 学 音日

4月 8 日 将来計画委員会
9日 教授会

人事教授会

教務委員会
1 1日 新入生オリエンテーション及び健康診断
12日 職業補導委員会

前学期授業開始
13 日 学部補導委員会（持ち回り）
15日 大学院設置要求関係打合せ会
20日 学部補導委員会（持ち回り）

学部教務委員会
24日 紀要委員会

教授会

学部図書委員会
25日 学部補導委員会
26日 予算委員会
27日 4年次学生就職関係等説明会
3 0日 服務関係事務調査
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4月 3 日 人事教授会
5 目 前学期授業開始

6 日 附属小学校第1 学期始業式
附属幼稚園第1 学期始業式

8日 附属小学校入学式

附属中学校第l 学期始業式
附属養護学校第1 学期始業式

9日 学部補導委員会

附属中学校入学式

附属養護学校入学式

10日 学部教務・補導合同委員会
学部教務委員会
教授会
学部補導委員会
附属幼稚園入園式

学

11日 新入生オリエンテーション及び健康診断

15 ～16 日 昭和60年度春季北陸地区教員養成学部事務

長協議会 （於 福井県芦原温泉）
1 7日 予算委員会

学部自然観察実習センター委員会
18日 学部将来計画委員会

22日 服務関係事務調査

4月 8目 前学期授業開始

9 日 学部教務委員会
各種委員選考委員会
教授会

1 1日 新入生オリエンテーショーン及び健康診断

講演会 （201 番教室）
・演 題「ドイツ民主共和 国におけ る産業

用ロボット」
・ 講 師 ドイツ民主共和 国ベルリン経済

大学教授エケハル卜 ・ザクセ氏
1 7日 教授会

22日 学部職業補導委員会

25日 助 手室業務運営委員会
論集委員会

- 14 -

報

26 日 学部補導委員会

理 学 部

4月 9日 教授会

理学研究科委員会
人事教授会

第258号

11日 新入生オリエンテーション及び健康診断
12日 学部補導委員会

学部図書委員会
15日 前学期授業開始

学科主任会議
1 9日 入試改善会議

30日 服務関係事務調査

工 学 部

4月 4 日 係長連絡会

5 日 学部教務委員会
8日 教授会

工学研究科委員会
11日 新入生オリエンテーション及び健康診断

学科主任会議
学部構内交通対策委員会

12日 前学期授業開始

16 日 係長連絡会

1 7日 学部補導委員会
24 日 学部構内交通対策委員会

教授会
25日 学部改革検討委員会

26 日 服務関係事務調査

教 養 部

4月 8日 教務委員会

教務・補導合同委員会

補導委員会
人事教授会
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教授会
10 日 教養部オリエンテーション
1 1日 前学期授業開始
1 7 日 図書委員会

視聴覚教育委員会

予算委員会
24 日 推薦委員会

附 属 図 書 館

4月15 日 電算化業務開始式
1 9～20 日 第36回北信越地区国立大学図書館協議会

（於 福井医科大学）

25 日 服務関係事務調査

トリチウム科学センター

報

｜ 保健管理センター

4月 5 日 臨時健康診断（柔道部）
11 日 新入生健康診断
24 日 臨時健康診断（山岳部）
26日 服務関係事務調査

経営短期大学部

4月
3 ～5 日 入学手続

10 日 入学式（於 富山市公会堂）
11 日 第 1回教授会

新入生オリエンテーション
新入生歓迎会

12日 前学期授業開始
学生定期健康診断

25 日 第2回教授会

第258号

4月25 日 第1 回トリチウム 科学センター運営委員会 26日 第1 回授業料等減免選考委員会

専門委員会

30 日 服務関係事務調査

＠ 退斤， 退室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガス

の消し忘れ， タバコの吸殻の後始末に十分注意し，

盗難の防止・火災の予防に心がけましょうグ

＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょ

う／／
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資 料

昭和60年度入学者数

学 部

入 学 者 内 訳
区 分 募集人員 入学者数

男 女 県 内 県 外 現 役 j良 人 大学検定

人 文 学 科 90 90 30 60 49( 39) 41( 21) 72( 52) 18( 8) 。

人 文 語 学 文 学 科 80 80 13 67 46( 43) 34( 24) 70( 61) 10( 6) 。

計 170 170 43 127 95( 82) 75( 45) 142( 113) 28( 14) 。

小学校教員養成課程 140 140 34 106 122( 94) 18( 12) 120( 94) 20( 12) 。

中学校教員養成課程 50 50 20 30 37( 23) 13( 7) 40( 26) 10( 4) 。

教 育 養護学校教員養成課程 20 20 4 16 14( 13) 6( 3) 16( 14) 4( 2) 。

幼稚園教員養成課程 30 30 。 30 24( 24) 6( 6) 30( 30) 0( 0) 。

計 240 240 58 182 197(154) 43( 28) 206(164) 34( 18) 。

経 j斉 学 科 12-0 120 108 12 70( 11) 50( 1) 79( 12) 41( 0) 。

経 営 学 手持 120 120 98 22 76( 19) 44( 3) 86( 22) 34( 0) 。
経 済

経 営 法 学 科 60 60 53 7 29( 6) 31( 1) 45( 7) 15( 0) 。

計 300 300 259 41 175( 36) 125( 5) 210( 41) 90( 0) 。

数 学 手ヰ 40 40 28 12 25( 8) 15( 4) 30( 9) 10( 3) 。

物 理 学 科 40 40 35 5 15( 2) 25( 3) 23( 3) 17( 2) 。

化 学 科 40 41 28 13 21( 8) 20( 5) 34( 12) 7( 1) 。
理

生 物 学 科 30 30 25 5 3( 0) 27( 5) 19( 5) 11( 0) 。

地 球 科 学 科 30 30 25 5 10( 2) 20( 3) 16( 4) 14( 1) 。

計 180 181 141 40 74( 20) 107( 20) 122( 33) 59( 7) 。

電 気 工 学 科 50 50 50 。 32( 0) 18( 0) 34( 0) 16( 0) 。

工 業 化 学 科 45 45 41 4 13( 3) 32( 1) 35( 4) 10( 0) 。

金 属 工 学 科 40 40 40 。 13( 0) 27( 0) 27( 0) 13( 0) 。

工 機 械 工 学 科 50 50 50 。 28( 0) 22( 0) 36( 0) 14( 0) 。

生産機械工学科 40 40 40 。 11( 0) 29( 0) 30( 0) 10( 0) 。

化 学 工 学 科 40 40 36 4 18( 2) 22( 2) 21( 3) 19( 1) 。

電 子 工 A寸uー－ 手ヰ 40 40 40 。 25( 0) 15( 0) 30( 0) 10( 0) 。

計 305 305 297 8 140( 5) 165( 3) 213( 7) 92( 1) 。

i口入 計 1,195 1,196 798 398 681(297) 515(101) 893(358) 303( 40) 。

（注） （）内数字は女子で内数を示す。
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大 学 院

学 報 第258号

人 学 者 内 訳
区 分 募集人員 入学者数

男 女 県 内 県 外 現 ｛支 i良 人

数 ザ： 専 l文 8 2 1 1 l(O) 1(1) 2(1 ) O(O) 
王里

物 学 専 エ文 1(0) 7(0) 8(0) O(O) 理 8 8 8 。
＇－桂子・・

fヒ Aナ,,_ 専 攻 2(0) 0(0) 1(0) 1(0) 10 2 2 。
研

生 ヰ均 学 専 I支 0(0) 3(0) 3(0) 0(0) 8 3 3 。
ザYし巳

地球科学 専攻 0(0) 4(0) 
科

8 4 4 。 4(0) O(O) 

計 42 19 18 4(0) 15(1) 18(1) 1(0) 

電 気 工学 専 攻 10 7 7 。 3(0) 4(0) 6(0) l(O) 

工業 化 学 専攻 10 7 6 1 4(0) 3(1) 7(1) O(O) 
工

金 属工学 専攻 4(0) 9(1) 0(0) 8 9 8 1 5(1) A十以．
機 械 工 学 専攻 10 7 7 。 4(0) 3(0) 6(0) 1(0) 

石汗
生産機械工学専攻 8 2 2 。 2(0) 0(0) 2(0) 0(0) 

qプ'E
化 学 工学 専攻 8 3(0) 5(0) 8(0) 0(0) 

科
8 8 。

電子 工学 専攻 8 12 12 。 8(0) 4(0) 12(0) 0(0) 

計 62 52 50 2 29(1) 23(1) 5α2) 2(0) 

ぷZコ〉、 言十 104 71 68 3 33(1) 38(2) 68(3) 3(0) 

（注） （）内数字は女子で内数を示す。

専 攻 科

入 Aマ�ー' 者 内 訳
区 分 募集人員 入学者数

男 女 県 内 県 外 王見 役 il込 人

文 A寸L」4 専 l文 科 10 9 8 7(0) 2(1) 8( 1) 1(0) 

教 育 専 I欠 科 5 3 1 2 2(1) 1(1) 3(2) 0(0) 

経i斉学 専 攻科 10 。 。 。 O(O) 0(0) 0(0) 0(0) 

,g- 首十 25 12 9 3 9(1) 3(2) 11(3) l(O) 

（注） （）内数字は女子で内数を示す。

経営短期大学部

人 A寸uー－ 者 内 訳
区 分 募集人員 入学者数

男 女 県 内 県 外 現 役 i良 人 大学検定

経営 経 営管 理専 攻 60 50 37 13 46(12) 4(1) 25(10) 24(3) 1 

学科 経営 ・ 法 律 専攻 40 20 13 7 16(6) 4(1) 5(3) 14(4) 1 

i口h、 百十 100 70 50 20 62(1日 8(2) 30(1司 38(7) 2 

（注） （）内数字は女子で内数を示す。

ヮ，
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学 部

教
入 学

区 分 総定員 1 年 次
定 員

男 女

人 文 学 科 90 360 30 60 

人
語 学 文 学 科 80 320 13 67 

文
計 170 680 43 127 

小教 員 養
学

成課
校

程 140 560 34 106 

教 中 学 校
教員 養成課程 50 200 20 30 

養 護 学 校 20 80 4 16 教員養成課程
幼 稚 園 30 120 。 30 教員養成課程育

�t 240 960 58 182 

経 済 学 科 120 480 108 12 

経
経 営 学 科 120 480 98 22 

経 営 法 学 科 60 240 53 7 

i斉
計 300 1 , 200 259 41 

数 学 科 40 160 28 12 

物 理 学 科 40 160 35 5 

化 学 科 40 160 28 13 

理
生 物 学 科 30 120 25 5 

地 球 科 学 科 30 120 25 5 

計 180 720 141 40 

電 気 工 学 科 50 200 50 。

工 業 化 学 科 45 180 41 4 

金 属 工 学 科 40 160 40 。

機 械 工 学 科 50 200 50 。
工

生産機械工学科 40 160 40 。

化 学 工 学 科 40 160 36 4 

電 子 工 学 科 40 160 40 。

計 305 1 , 220 297 8 

A ロ i十 1 ,  195 4 , 780 798 398 

（ 注） ※ は私費 外国人留学生 1 名 を含む。
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学 報

昭和60年度学生数

（ 昭和 60年 5月 1日 現在）

部 ぷ十4 

2 年 次 3 年

男 女 計 男 女

43 53 96 33 i 51 

14 71 85 22 74 

57 124 181 55 125 

26 119 145 27 113 

23 25 48 16 28 

20 21 5 14 

。 29 29 。 30 

50 193 243 48 185 

125 12 137 104 1 1  

※ 98 30 ※ 127 89 30 

59 8 67 45 13 

※ 282 50 ※ 332 238 54 

34 13 47 43 14 

50 3 53 52 4 

24 18 42 29 19 

22 9 31 30 10 

37 38 35 4 

167 44 211 189 51 

62 。 62 51 。

42 10 52 59 4 

55 。 55 44 

61 。 61 80 。

55 。 55 50 。

49 2 51 48 2 

44 45 44 2 

368 13 381 376 8 

※ 924 424 ※ 1 , 348 906 423 

第258号

部
ムロ E十

次 4 年 次

計 男 女 計 男 女 ｜ 計

84 51 56 107 157 220 377 

96 34 64 98 83 359 

180 85 I 120 205 240 496 736 

140 58 93 151 145 431 576 

44 25 26 51 84 109 193 

19 3 18 21 13 68 81 

30 。 29 29 118 118 

233 86 166 252 242 i 726 968 

115 121 7 128 42 500 

119 125 14 139 ※ 410 96 ※ 506 

58 67 8 75 224 36 260 

292 313 29 342 滋 1 , 092 174 ※ 1 , 266 

57 21 7 28 126 46 172 

56 26 3 29 163 15 178 

48 20 16 36 101 66 167 

40 16 9 25 93 33 126 

39 21 7 28 118 17 135 

240 104 42 146 601 177 778 

51 51  。 51 214 。 214 

63 28 4 32 170 22 192 

44 24 3 27 163 3 166 

80 36 。 36 227 。 227 

50 37 。 37 182 。 182 

50 28 。 28 161 8 169 

46 40 41 168 172 

384 244 8 252 1 , 285 37 1 1 ,  322 

1 , 329 832 365 1, 197 ※ 3 , 460 1 , 610 ※ 5 , 070 
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大 学 院
入学 総 1 年 次 2 年 次 l口入

区 分
定 員 ｛疋L貝回 男 女 百十 男 女 五十 男

理学研究科 42 84 1 8  1 1 9  20 3 23 38 

工学研究科 62 124 50 2 52 ※ 41 1 ※ 42 ※ 91 

計 104 208 68 3 71  ※ 61 4 ※ 65 ※ 129 

（ 注 ） ※ は 私費 外国人留学生 L 名 を 含む。

専 攻 科

区 分 入学定員 男 女 5十

文 学 専 攻 科 10 9 2 1 1  

教 育 専 攻 科 5 1 2 3 

経済学専攻科 10 。 。 。

言十 25 10 4 14 

経営短期大学部

入学 1 年 次 2 年 次 3 年

うT区
定 員 定 員 男 女 計 男 女 E十 男 女

経営 経 営 管 理 専 攻 60 

学科 経営 ・ 法律専攻 40 

日十 1 00 

1 80 37 13 50 32 12 44 

120 13  7 20 25 8 33 

300 50 20 70 57 20 77 

昭和60年度聴講生， 研究生数

（昭和 60年 5月 1 日 現在）

聴 議 生 研 究
区 分

男 女 計 男 女

人 文 学部 2 5 7 

教育学部 6 6 12 

経済学部 2 2 1 

理 学 部 2 

工 学 部 3 3 ※ 7  

教 養 部 1 

言十 13  1 1  24 ※ 1 1  

学部卒以上 1 1  7 1 8  ※ 1 1 

上 記 以 外 2 4 6 

E十 1 3  1 1  24 ※ 1 1  

35 

28 

63 

生

計

1 

2 

※ 7  

1 

※ 1  1 

※ 1 1  

※ 1 1  

（ 注 ） ※ は 中 国政府派遣研究留学生 2 名 を 含む。

20 

1 1  

3 1  

第258号

言十

女 計

4 42 

3 ※ 94 

7 ※ 136 

次 ム口、 言十

言十 男 女 E十

55 104 45 149 

39 66 26 92 

94 170 71 241 
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＠ 構内での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究に支障を

来 さ な い よ う安全運転に努め定め ら れ た交通方法，

歩行者の安全及び騒音防止に努めましょうグ

富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 

央 印 刷 株 式 会 社
富 山 市下奥井1 - 4 - 5
電話 3 2 - 6 5 7 2 （内

集編

中印刷所

nu
 

ワ臼


